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人
造
肥
料
と
松
山
原
造

　
　

 ̶

信
濃
肥
料
の
信
州
流
通
を
め
ぐ
っ
て ̶

　

単た
ん
ざ
ん
そ
う
よ
う
り

鑱
双
用
犂
を
発
明
し
た
松
山

原
造
は
、
単
鑱
双
用
犂
の
販
路
を

拡
げ
る
た
め
、
明
治
三
六
年
一
〇

月
に
単
鑱
双
用
犂
製
造
発
売
権
を

伊
藤
商
会
株
式
会
社
（
以
下 

伊
藤

商
会
）
へ
嘱
託
す
る
協
約
を
し
ま

し
た
。
既
に
小
県
郡
和
村
（
現　

東
御
市
）
に
明
治
三
五
年
六
月
に

単
鑱
双
用
犂
製
作
所
を
設
立
し
て

い
ま
し
た
が
、
株
式
会
社
を
立
ち

上
げ
る
ほ
ど
に
威
勢
を
示
し
て
い

た
肥
料
会
社
の
人
造
肥
料
部
主
任

と
し
て
招
か
れ
た
の
で
す
。

　
「
明
治
三
六
年
単
鑱
双
用
犂
製

造
発
売
権
の
嘱
託
契
約
書
」
や

明
治
三
六
年
か
ら
明
治
三
八
年
の

日
記
か
ら
、
原
造
は
明
治
三
六
年

一
〇
月
一
五
日
に
入
社
し
て
明
治

三
八
年
九
月
八
日
に
退
職
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

伊
藤
商
会
は
、
江
戸
中
期
か
ら

菜
種
油
を
商
い
、
そ
の
副
産
物
で

あ
る
菜
種
油
粕
も
肥
料
と
し
て
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
期
に

入
る
と
菜
種
油
の
照
明
か
ら
石
油

ラ
ン
プ
の
時
代
へ
と
変
わ
り
、
商

い
の
主
体
も
肥
料
へ
と
移
行
し
た

そ
う
で
す
。

　

明
治
二
〇
年
代
か
ら
過
燐
酸
石

灰
な
ど
の
人
造
肥
料
が
日
本
の
農

業
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
肥
料
に
よ
っ
て
稲
作
・
畑
作

が
増
収
す
る
こ
と
が
浸
透
し
、
農

家
は
肥
料
商
か
ら
肥
料
を
買
う
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
原
造
が
人
造
肥
料
部

主
任
と
し
て
招
か
れ
た
明
治
三
六

年
頃
は
、
長
野
県
に
お
い
て
は
従

来
の
鯡
に
し
ん
か
す粕・
大
豆
粕
・
菜
種
粕
か

ら
配
合
肥
料
で
あ
る「
完
全
肥
料
」・

「
信
濃
肥
料
」
や
過
燐
酸
石
灰
の

投
入
に
移
行
す
る
時
期
で
し
た
。

　

伊
藤
商
会
は
、
明
治
三
六
年

一
〇
月
八
日
に
株
式
会
社
と
し
て

設
立
す
る
に
あ
た
り
、
小
県
郡
や

埴
科
郡
の
農
事
助
教
師
と
し
て
農

業
技
術
普
及
を
し
て
き
た
知
識
の

豊
富
な
原
造
を
人
造
肥
料
部
の
主

任
と
し
て
招
き
、
農
事
助
教
師
時

代
の
人
脈
を
伝
に
肥
料
販
売
を
拡

張
さ
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。

原
造
の
方
も
、
当
時
と
し
て
は
寡

少
だ
っ
た
株
式
会
社
と
い
う
組
織

を
立
ち
上
げ
る
ほ
ど
勢
い
の
あ
る

肥
料
会
社
で
新
肥
料
の
拡
販
の
営

業
を
し
、
伊
藤
商
会
を
後
ろ
盾
に

犂
を
売
る
こ
と
は
利
が
多
い
と
考

え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

原
造
は
新
肥
料
を
農
家
に
宣
伝

し
つ
つ
犂
の
注
文
も
捌
き
、
明
治

三
七
年
四
月
に
は
諏
訪
郡
農
会
に

招
聘
さ
れ
三
週
間
に
亘
っ
て
馬
耕

技
術
を
講
習
し
た
り
、
五
月
に
は

北
安
曇
郡
内
を
単
鑱
双
用
犂
の
実

演
宣
伝
の
た
め
に
歩
い
た
り
し
て

い
ま
す
。原

造
の
日
記
か
ら

　

埴
科
郡
・
小
県
郡
の
農
業
に
化

学
肥
料
や
配
合
肥
料
と
い
う
も
の

が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
浸
透
し

て
い
っ
た
か
、
原
造
の
日
記
や
手

帳
、
書
簡
を
も
と
に
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

原
造
の
日
記
で
は
、
明
治
三
六

年
九
月
一
五
日
に
伊
藤
商
会
に
属

す
る
こ
と
を
決
心
し
て
い
ま
す
。

松
山
犂
製
作
所
設
立
（
明
治
三
九

年
）ま
で
を
記
し
た『
自
叙
伝
』（
草

稿
）
に
は
、「
明
治
三
六
年
一
〇
月

経
営
難
の
場
合
、
幸
い
上
田
町
に

肥
料
株
式
会
社
の
設
立
を
見
、
人

造
肥
料
部
の
主
任
と
し
て
入
社
」

と
あ
り
ま
す
。
特
許
を
取
得
し
販

売
を
始
め
た
双
用
犂
の
販
路
が
思

う
よ
う
に
伸
び
な
い
の
で
、
株
式

会
社
に
組
織
す
る
ま
で
躍
進
し
て

い
た
肥
料
会
社
を
手
伝
う
こ
と
を

決
心
し
た
よ
う
で
す
。

　

伊
藤
商
会
は
、
こ
の
ほ
ど
株
式

会
社
伊
藤
商
会
相
談
役
の
山
極
哲

次
氏
（
初
代
伊
藤
傳
兵
衛
の
直
孫

に
あ
た
ら
れ
る
）
の
ご
厚
意
に
よ

り
借
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
『
明

治
三
七
年　

伊
藤
商
会
第
壹
期
営

業
報
告
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
六

年
一
〇
月
二
日
に
長
野
県
か
ら
肥

料
販
売
免
許
状
を
受
け
、
明
治

三
六
年
一
〇
月
八
日
に
株
式
会
社

の
設
立
登
記
を
し
て
い
ま
す
。
同

じ
年
の
一
〇
月
二
一
日
に
は
、
信

越
線
大
屋
駅
前
に
大
屋
支
店
を
置

い
て
い
ま
す
。

　

原
造
の
働
い
て
い
た
時
期
に

は
、
海う
ん
の
ま
ち

野
町
の
本
店
の
他
に
大
屋

支
店
を
構
え
、
数
年
後
に
は
新
潟

県
直
江
津
に
出
張
店
を
持
ち
ま
し

た
。

　

日
記
を
み
る
と
、
明
治
三
七
年

か
ら
社
長
伊
藤
傳
兵
衛
は
頻
繁
に

新
潟
県
直
江
津
に
出
向
い
て
い
ま

す
が
、
記
念
館
に
収
蔵
す
る
書
簡

の
中
に
、
明
治
三
九
年
八
月
一
一

日
付
で
「
肥
料
問
屋
・
諸
品
委
託

売
買　

越
後
直
江
津
港　

伊
藤
商

会
出
張
店
」
と
印
刷
さ
れ
た
伊
藤

商
会
専
用
封
筒
に
入
っ
た
加
藤
佐

四
郎
と
い
う
人
の
差
出
の
手
紙
が

あ
り
ま
す
。
原
造
に
新
潟
県
土
質

「発売元 伊藤商会」の焼印の付いた単鑱双用犂
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地
図
を
入
手
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
尋
ね
て
き
た
も
の
で
す

が
、
伊
藤
商
会
は
こ
の
頃
に
は
直

江
津
港
近
く
に
出
張
店
を
構
え
、

加
藤
佐
四
郎
と
い
う
人
が
店
を
切

り
盛
り
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

販
売
し
た
肥
料
は
、
原
造
が
明

治
三
八
年
に
携
帯
し
て
い
た
手
帳

の
記
載
か
ら
、
配
合
肥
料
で
あ
る

「
信
濃
肥
料
」
の
一
号
・
二
号
・
三

号
と
「
完
全
一
号
」「
完
全
三
号
」、

人
造
単
肥
の
「
硫
安
」「
過
燐
酸
石

灰
」「
骨
粉
」「
硫
曹
八
号
」、
と
と

も
に
有
機
肥
料
で
あ
る
鯡
〆
粕
・

菜
種
粕
・
亜
麻
粕
な
ど
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

∧
人
造
肥
料
の
取
引
∨

　

明
治
三
七
年
一
月
二
五
日
、
原

造
は
伊
藤
傳
兵
衛
社
長
と
東
京

深
川
の
釜
屋
堀
に
あ
っ
た
東
京
人

造
肥
料
会
社
（
現 

日
産
化
学
の

前
身
）
へ
商
談
に
出
向
い
て
い
ま

す
。
東
京
人
造
肥
料
会
社
で
の
待

遇
は
丁
重
で
、
翌
日
は
三
重
県
の

肥
料
商
と
と
も
に
柳
原
の
亀
清
と

い
う
料
亭
で
接
待
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
翌
日
は
、
深
川
の
佐
賀

町
に
あ
っ
た
肥
料
商
店
を
何
軒
か

回
り
、
鈴
鹿
商
店
に
も
立
ち
寄
っ

て
い
ま
す
。
鈴
鹿
商
店
と
肥
料
販

売
に
つ
い
て
協
定
を
し
、
夕
飯
の

接
待
を
受
け
ま
し
た
。
六
日
後
の

二
月
二
日
に
、
こ
の
時
に
契
約
し

た
新
肥
料
が
上
田
の
本
店
に
到
着

し
て
い
ま
す
。

　

二
月
二
七
日
、
小
西
手
代
（
鈴

鹿
商
店
と
思
わ
れ
る
）
が
訪
れ
、

硫
曹
（
硫
酸
ソ
ー
ダ
）
に
つ
い
て

の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
翌
日
は
、

宗
山
（
本
拠
が
不
明
）
も
同
行
し

た
話
し
合
い
で
「
硫
曹
の
定
価
を

上
げ
、
割
引
等
は
鈴
鹿
商
店
の
規

定
の
通
り
に
す
る
こ
と
」「
六
号
・

八
号
に
限
り
小
諸
以
北
、
篠
ノ
井

ま
で
の
う
ち
は
、
宗
山
と
伊
藤
商

会
に
託
し
他
に
直
取
引
し
な
い
」

と
い
う
約
定
を
し
て
い
ま
す
。
小

西
手
代
は
、
五
月
二
三
日
に
も
上

田
伊
藤
商
会
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
月
の
三
月
一
一
日
〜
一
三
日

に
は
、
原
造
ひ
と
り
が
交
渉
の
た

め
に
上
京
し
て
い
ま
す
。
東
京
人

造
肥
料
会
社
で
は
、「
完
全
三
号
」

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
㊂
製
造
に
関

す
る
談
判
を
し
ま
す
が
難
航
し
、

ア
ン
モ
ニ
ア
が
あ
れ
ば
応
ず
る
と

い
う
こ
と
で
、
鈴
鹿
商
店
と
朝
日

商
会
へ
行
き
ア
ン
モ
ニ
ア
取
引
を

約
定
し
ま
し
た
。
東
京
人
造
肥
料

会
社
で
は
時
間
を
費
や
し
、
よ
う

や
く
「
完
全
三
号
」
を
貨
車
三
車

分
だ
け
と
「
完
全
二
号
」
二
車
分

を
売
り
渡
し
て
も
ら
う
契
約
を
取

り
付
け
て
い
ま
す
。
日
記
の
文
面

か
ら
は
、
思
い
通
り
の
量
の
交
渉

が
成
立
で
き
ず
、
憤
懣
の
も
っ
て

行
き
よ
う
が
な
い
よ
う
す
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
肥
料
の
出
荷
方
法
に

つ
い
て
、秋
葉
原
の「
帝
中
」と「
共

同
」
へ
行
き
話
を
し
て
い
ま
す
。

貨
車
に
よ
る
化
学
肥
料
・
配
合
肥

料
の
運
送
は
、「
帝
中
」
と
「
共
同
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

六
月
一
日
に
「
完
全
三
号
」
が

入
荷
し
、
翌
日
に
は
小
樽
粉
粕
と

過
燐
酸
石
灰
な
ど
が
入
荷
し
て
い

ま
す
。

∧
配
合
肥
料
の
普
及
宣
伝
∨

　

明
治
三
七
年
の
日
記
に
た
び
た

び
記
載
さ
れ
て
い
る
配
合
肥
料

は
、
東
京
人
造
肥
料
会
社
の
「
完

全
肥
料
」
で
は
な
く
鈴
鹿
商
店
の

「
信
濃
肥
料
」
で
す
。
原
造
は
、
こ

の
あ
と
各
地
を
歩
き
「
信
濃
肥
料
」

に
つ
い
て
話
し
、
注
文
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、”特
約
区
域“
に
な
っ

て
い
る
は
ず
の
「
信
濃
肥
料
」
を

直
輸
入
し
て
い
る
人
が
屋
代
町
に

い
る
話
を
聞
き
、
鈴
鹿
商

店
に
照
会
状
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
伊
藤
商
会
の
”特

約
区
域“
外
か
ら
買
い
付
け

に
来
る
人
も
い
ま
す
。
長

野
東
町
の
麻
屋
平
助
は
、
上

田
本
店
ま
で
「
信
濃
肥
料
」

三
〇
袋
の
買
い
入
れ
に
き
て

い
ま
す
。
本
来
、
篠
ノ
井
ま

で
が
伊
藤
商
会
の
区
域
で
す

が
、
本
店
で
売
り
渡
せ
ば
長

野
に
住
む
人
も
購
入
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

和
村
同
志
会
の
講
話
会
で
渡
邊

農
事
教
師
は
「
時
局
と
農
事
講
話
」

を
、
原
造
は
「
新
肥
料
使
用
法
」

を
説
き
、
和
田
村
協
修
会
で
も
講

話
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埴
科・

更
埴
・
小
県
郡
内
の
役
場
を
回
り
、

農
会
や
購
買
組
合
か
ら
肥
料
販
売

に
関
す
る
協
定
を
取
り
付
け
て
い

ま
す
。

∧
販
売
し
た
肥
料
種
類
∨

　

明
治
三
八
年
に
使
用
し
て
い
た

手
帳
に
は
、
埴
科
・
更
級
郡
の
農

家
と
の
肥
料
授
受
の
メ
モ
書
き
が

あ
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
例
を
ひ

ろ
う
と
、
戸
倉
村
宮
原
辰
次
郎
は
、

信
濃
一
号
を
一
袋
と
信
濃
二
号
一

袋
。
戸
倉
村
滝
沢
元
三
郎
は
、
塩

五
叺か
ま
す・
信
濃
二
号
一
四
袋
・
信
濃

一
号
四
袋
・
完
全
三
号
一
叺
。
屋

代
町
宮
坂
佐
一
は
、
硫
曹
八
号
五

叺
・
完
全
三
号
五
叺
。
杭
瀬
下
村

新
田
の
確
田
右
門
太
は
、
過
燐
酸

三
叺
・
信
濃
一
号
三
袋
。
埴
生
村

寺
沢
祐
市
他
三
名
の
連
名
の
購
入

で
は
、
硫
安
六
袋
・
骨
粉
二
五
貫

目・過
燐
酸
二
叺・完
全
一
号
二
叺
。

西
澤
友
衛
は
、
鯡
〆
粕
二
三
貫
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
肥
料
を
併
用

す
る
種
類
は
、
農
家
に
よ
っ
て
違

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明治37年３月12日付
　東京人造肥料会社との交渉についての日記



-4-

∧
下
売
り
と
運
送
屋
∨

　

埴
科
郡
・
更
級
郡
で
肥
料
の
下

売
り
を
し
て
い
た
の
は
、
屋
代
町

の
宮
坂
商
店
で
す
。
ま
た
、
同
じ

屋
代
町
の
若
林
運
送
店
が
、
肥
料

の
運
搬
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
原
造
が
出
向
い
て
精

算
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
県
郡
は
、
本
店
・
大
屋
支
店

で
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
原
造
は
、
和
村
な
ど
で
肥

料
の
協
定
が
ま
と
ま
る
と
大
屋
支

店
に
託
し
て
い
ま
す
。
運
送
店
に

つ
い
て
は
、
大
屋
支
店
の
近
く
の

㋡
と
い
う
運
送
店
に
度
々
出
向
い

て
い
ま
す
が
、
単
鑱
双
用
犂
の
用

材
を
調
達
し
て
い
る
大
屋
堀
材
木

店
に
立
ち
寄
っ
た
あ
と
㋡
に
顔
を

出
し
て
お
り
、
肥
料
を
運
搬
し
て

い
た
こ
と
を
日
記
か
ら
は
読
み
と

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

∧
配
合
肥
料
の
製
造
∨

　

明
治
三
七
年
一
〇
月
三
日
、
原

造
は
長
野
県
庁
に
肥
料
製
造
免
許

願
書
を
持
参
し
、
肥
料
製
造
免
許

を
取
得
し
ま
す
。
翌
日
か
ら
肥
料

の
配
合
を
試
み
、
同
時
に
保
証

票
の
原
稿
も
草
稿
し
て
い
ま
す
。

一
〇
月
一
〇
日
に
は
、
配
合
肥
料

を
入
れ
る
た
め
の
「
叺
」
と
そ
こ

に
商
標
を
印
字
す
る
た
め
の
「
印

用
板
」
の
手
配
を
す
る
た
め
に
立

ち
回
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
売
り

出
さ
れ
た
の
か
は
、
後
に
そ
れ
に

つ
い
て
の
記
載
が
な
い
の
で
不
明

で
す
。東

京
人
造
肥
料
会
社

　

配
合
肥
料
製
造
の
先
駆
け
と

な
っ
た
の
は
、
東
京
人
造
肥
料
会

社
で
し
た
。
東
京
人
造
肥
料
会
社

は
、
後
に
高
峰
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
を
発

見
す
る
高
峰
譲
吉
が
、
渋
沢
栄
一

の
力
を
得
て
明
治
二
〇
年
に

設
立
し
た
日
本
で
最
初
の
人

造
肥
料
会
社
で
す
。

　

高
峰
譲
吉
は
、
農
商
務
省
の

研
究
職
（
応
用
化
学
）
を
し

て
い
た
明
治
一
七
年
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
開
催

さ
れ
た
万
国
工
業
博
覧
会
へ

行
き
、
展
示
品
の
中
で
、
肥
料

に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
燐

酸
鉱
石
に
興
味
を
も
ち
ま
し

た
。
譲
吉
は
帰
国
の
際
に
、
有

り
金
を
は
た
い
て
一
〇
ト
ン

の
燐
酸
肥
料
を
買
い
込
ん
で

持
ち
帰
り
、
全
国
の
篤
農
家
に

配
っ
て
試
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
日
本

の
化
学
肥
料
の
使
用
が
始
ま
っ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
一
年
三
月
に
は
、
日
本

で
最
初
の
人
造
肥
料
で
あ
る
過
燐

酸
石
灰
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

明
治
二
四
〜
二
五
年
頃
、
過
燐
酸

石
灰
の
販
売
促
進
の
た
め
に
、
窒

素
と
加
里
を
加
え
た
配
合
肥
料
を

売
り
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
配
合
肥
料
を
東
京
人
造
肥

料
会
社
で
は
、「
完
全
肥
料
」
と

い
う
商
品
名
を
付
け
ま
し
た
。
窒

素
分
と
し
て
は
、
硫
安
・
智
利
硝

石
の
無
機
質
肥
料
と
魚
肥
・
乾
血

粉
・
菜
種
粕
・
綿
実
粕
な
ど
の
有

機
質
肥
料
を
、
加
里
分
と
し
て
は
、

硫
酸
加
里
を
配
合
し
、「
完
全
肥

料
一
号
」
は
全
窒
素
六
％
・
全
燐

酸
六
％
・
全
加
里
一
％
を
保
証
し

て
い
ま
し
た
。

　

東
京
人
造
肥
料
会
社
は
、
当
時
、

関
東
地
方
の
肥
料
集
散
地
と
な
っ

て
い
た
東
京
深
川
に
つ
く
ら
れ
、

釜
屋
堀
と
い
う
地
籍
に
あ
っ
た
の

で「
釜
屋
堀
」と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

鈴
鹿
商
店

　

鈴
鹿
保
家
が
経
営
す
る
鈴
鹿
商

店
は
、
東
京
深
川
の
佐
賀
町
に
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
鈴
鹿
商
店
は
、

明
治
二
九
年
に
我
が
国
で
初
め
て

硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
輸
入
し
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
・
ガ
ス
会
社
の
硫
安
五
ト
ン

を
横
浜
に
直
輸
入
し
た
の
で
す
。

明
治
三
九
年
に
は
、
ド

イ
ツ
産
の
硫
酸
加
里
を

輸
入
し
て
い
ま
す
。
硫

安
だ
け
を
投
肥
し
て
い

る
と
加
里
分
の
収
奪
が

進
む
の
で
、
そ
こ
に

加
里
を
投
入
す
る
と
効

用
が
顕
著
に
現
れ
る
こ

と
を
既
に
把
握
し
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

そ
の
間
、
明
治
三
二
年
に
「
信

濃
肥
料
一
号
」
と
い
う
配
合
肥
料

を
発
売
し
て
い
ま
す
。
”「
信
濃
肥

料
」
こ
そ
が
我
が
国
の
配
合
肥
料

の
草
分
け“
と
い
う
人
も
い
て
、

平
成
一
一
年
に
は
深
川
の
業
界
団

体
に
よ
っ
て
有
機
配
合
百
周
年
の

事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。「
完
全

肥
料
」
と
同
じ
く
ら
い
全
国
に
普

及
し
た
配
合
肥
料
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

長
野
県
の

明
治
時
代
の
施
肥

　

松
山
記
念
館
の
展
示
品
の
中

に
、
明
治
四
四
年
に
長
野
県
農
事

試
験
場
で
発
行
さ
れ
た
『
農
事
試

驗
場
要
覧
』
と
い
う
小
冊
子
が
あ

り
ま
す
。
農
事
試
験
場
の
施
設
の

配
置
図
や
試
験
場
の
規
則
・
細
則

館蔵　東京人造肥料会社の絵ハガキより部分転載

明治44年「農事試験場要覧」
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と
と
も
に
明
治
三
〇
年
創
設
以
来

の
試
験
成
績
を
報
告
し
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
近
代
科
学
で
裏
打

ち
さ
れ
た
農
業
技
術
普
及
の
初
期

段
階
で
あ
る
明
治
三
〇
年
代
前
半

の
稲
作
の
播
種
量
試
験
や
播
種
期

試
験
・
苗
代
灌
水
試
験
・
移
植
期

比
較
試
験
・
肥
料
試
験
は
、
旧
来

農
法
と
の
比
較
で
も
あ
る
の
で
、

重
要
な
報
告
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

肥
料
試
験
に
つ
い
て
は
、「
三
要

素
適
量
試
験
」「
人
糞
尿
施
用
回
数

試
験
」「
人
糞
尿
に
対
す
る
燐
酸
加

用
試
験
」「
苗
代
肥
料
施
用
回
数

試
験
」「
藁
の
用
法
試
験
」「
信
濃

肥
料
の
施
用
回
数
試
験
」
を
は
じ

め
種
々
の
比
較
試
験
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
興
味
深
か
っ
た
と
こ

ろ
を
次
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
「
肥
料
の
種
類
試
験
」
は
、
明
治

三
一
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
油
粕
・
紫れ

ん

げ
雲
英
・

乾
鰯い
わ
し

・
鯡に
し
ん

粕
・
人
糞
尿
・
酒
粕
・

焼
酎
粕
・
大
豆
粕
・
乾
さ
な
ぎ
蛹
・

第
三
号
信
濃
肥
料
・
無
窒
素
を
比

較
し
、
鯡
粕
・
乾
鰯
・
焼
酎
粕
・

酒
粕
・
大
豆
粕
・
乾
蛹
・
油
粕
・

人
糞
尿
・
信
濃
肥
料
・
紫
雲
英
・

無
窒
素
の
順
に
玄
米
の
収
量
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
各
試

験
区
に
窒
素
一
貫
三
百
匁
・
燐
酸

一
貫
五
百
匁
・
加
里
一
貫
匁
の
同

成
分
と
な
る
よ
う
に
し
、
燐
酸
と

加
里
と
の
不
足
量
は
過
燐
酸
石
灰

と
木
灰
で
補
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

試
験
に
よ
れ
ば
、
鯡
粕
が
最
多
収

量
で
し
た
が
、
収
支
計
算
の
結
果

は
大
豆
粕
が
も
っ
と
も
安
価
に
反

収
が
あ
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
「
信
濃
肥
料
の
用
法
試
験
」
は
、

明
治
三
三
年
か
ら
三
五
年
に
か
け

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
三
号
信

濃
肥
料
一
六
貫
を
す
べ
て
元
肥
に

用
い
る
の
と
、
半
量
を
二
番
除
草

の
際
に
施
す
二
回
施
肥
と
を
比
較

し
て
い
ま
す
。
二
回
施
肥
の
場
合

は
、
元
肥
一
回
に
比
べ
、
九
二
％

の
収
量
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

明
治
三
五
年
か
ら
三
八
年
に
か

け
て
「
信
濃
肥
料
の
施
用
回
数
試

験
」
を
し
て
い
ま
す
。
苗
代
一
歩

あ
た
り
信
濃
肥
料
五
五
匁
を
元
肥

と
し
て
一
回
入
れ
る
場
合
と
、
二

回
に
分
け
て
、
三
回
に
分
け
て
施

用
す
る
場
合
と
に
比
較
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
元
肥
と
し
て
一
回
入

れ
る
の
が
一
番
収
量
が
あ
り
、
二

回
・
三
回
に
分
け
て
施
す
ほ
ど
収

量
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
「
追
肥
各
種
の
効
力
試
験
」
は
、

明
治
三
八
年
に
行
っ
て
い
ま
す
。

追
肥
を
速
効
性
肥
料
と
遅
効
性
肥

料
と
に
分
け
試
験
し
て
い
ま
す
。

速
効
性
肥
料
と
し
て
は
、
硫
酸
ア

ン
モ
ニ
ア
・
智
利
硝
石
・
人
糞
尿

を
試
用
し
、
遅
効
性
肥
料
と
し
て

蛹
油
粕
・
大
豆
粕
・
鯡
〆
粕
を
試

用
し
て
い
ま
す
。
各
区
と
も
基
本

肥
料
と
し
て
紫
雲
英
二
百
貫
目
を

用
い
、
各
肥
料
は
一
反
歩
に
つ
き

五
円
五
〇
銭
分
を
使
用
し
、
そ
の

う
ち
元
肥
に
二
円
分
を
使
い
、
残

額
を
追
肥
に
充
て
二
番
除
草
の
時

に
用
い
ま
し
た
。
人
糞
尿
を
一
と

し
た
と
き
、
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
が

一
二
％
の
増
収
を
し
ま
す
が
、
智

利
硝
石
は
九
八
％
の
収
穫
、
蛹
油

粕
は
八
八
％
、
鯡
〆
粕
は
八
〇
％
、

大
豆
粕
は
七
六
％
の
収
量
で
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
速
効
性
肥
料

が
追
肥
に
適
し
、
特
に
硫
酸
ア
ン

モ
ニ
ア
は
智
利
硝
石
や
人
糞
尿
に

比
べ
肥
効
が
大
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

明
治
一
四
年
ご
ろ
長
野
県
で
使

わ
れ
て
い
た
肥
料
は
、
人
糞
尿
・

天
然
緑
肥
・
藁
・
蚕
糞
・
石
灰
で

し
た
（『
明
治
一
五
年　

府
県
地

租
改
正
紀
要
』
に
よ
る
）。
明
治

三
〇
年
代
に
な
る
と
販
売
肥
料
の

種
類
が
多
く
な
り
、
ま
た
人
造
肥

料
も
流
通
し
は
じ
め
た
の
で
、
行

政
は
自
給
肥
料
と
販
売
肥
料
の
施

用
試
験
を
行
っ
て
得
失
を
科
学
的

に
分
析
し
、
長
野
県
に
適
し
た
施

用
を
探
り
農
業
生
産
の
向
上
に
活

か
そ
う
と
し
ま
し
た
。

化
学
に
よ
る
農
業
の
近
代
化

　

明
治
時
代
初
期
ま
で
、
我
が
国

で
施
用
さ
れ
て
き
た
肥
料
の
主
体

は
、
刈
敷
・
厩
肥
・
人
糞
尿
な
ど

の
自
給
肥
料
で
し
た
。
西
欧
科
学

の
導
入
と
と
も
に
土
壌
と
肥
料
に

関
連
し
た
分
析
・
研
究
が
な
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
刈
敷
・
厩
肥
・
人
糞

尿
を
中
心
に
施
用
し
て
き
た
我
が

国
の
耕
作
地
は
窒
素
に
富
み
燐
酸

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
、
化
学
分
析
に
基
づ
く
合
理
的

施
肥
指
導
が
さ
れ
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

☆
鯡に
し
ん
の
し
め
か
す

〆
粕

　

鯡
〆
粕
は
、
比
較
的
多
量
の
燐

酸
を
含
有
し
て
い
た
た
め
、
燐
酸

が
不
足
し
て
い
た
我
が
国
の
水
田

へ
の
施
肥
に
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
で
漁
獲
さ
れ
た
鯡
の
九
割

が
肥
料
と
な
り
、
全
国
に
送
ら
れ
、

北
海
道
経
済
を
鯡
が
左
右
し
て
い

ま
し
た
。
鯡
を
絞
っ
て
抽
出
し
た

油
は
、
用
途
が
あ
っ
た
の
で
は

な
く
、
油
脂
と
い
う
も
の
が
肥
料

成
分
の
分
解
を
妨
げ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
、
絞
り
粕
が
肥
料
と

し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
油
は
、
用
途
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
、
川
や
海
に
捨
て
ら

れ
た
場
合
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

☆
大
豆
粕

　

鯡
〆
粕
が
肥
料
と
し
て
優
良
で

あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
に
つ
れ

需
要
が
増
え
、
魚
肥
の
価
格
は
高

騰
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
魚

肥
の
代
用
と
し
て
中
国
か
ら
輸
入

し
た
大
豆
粕
が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
明
治
二
〇
年
代
の

肥
料
価
格
を
比
較
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
大
豆
粕
は
魚
肥
の
半
額
で

菜
種
粕
よ
り
も
三
〜
四
割
安
か
っ

た
そ
う
で
す
。
大
豆
粕
の
肥
料
成

分
は
、
窒
素
六
．
五
％
、
燐
酸
一
．

四
％
、
加
里
二
．
〇
％
を
含
み
、

植
物
肥
料
中
も
っ
と
も
窒
素
分
の

多
い
肥
料
で
す
。

　

大
豆
粕
は
、
日
清
戦
争
（
明
治

二
七
〜
二
八
年
）
後
に
は
需
要
が

急
増
し
、
日
露
戦
争
（
明
治
三
七
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〜
三
八
年
）
の
結
果
、
日
本
の
勢

力
が
満
州
に
伸
び
る
と
供
給
が
容

易
に
な
り
引
き
続
き
割
安
に
日
本

国
内
に
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
商
会
も
、
直
江
津
港
に
近

い
と
こ
ろ
に
直
江
津
事
務
所
を
設

け
、
明
治
三
七
年
頃
は
北
海
道
か

ら
の
鯡
〆
粕
を
主
に
荷
受
け
す
る

窓
口
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第

に
こ
こ
を
拠
点
に
満
州
の
大
豆
粕

を
買
い
入
れ
、
明
治
三
九
年
に
は

直
江
津
出
張
店
を
構
え
て
越
後
平

野
へ
の
拡
販
と
と
も
に
大
豆
粕
輸

入
の
基
地
と
し
た
よ
う
で
す
。

　

過
燐
酸
石
灰
の
利
用
が
次
第
に

浸
透
す
る
と
、
植
物
肥
料
の
中
で

も
窒
素
分
を
多
く
含
む
大
豆
粕
と

過
燐
酸
石
灰
は
併
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

☆ 

過
燐
酸
石
灰

　

過
燐
酸
石
灰
は
、
牛
馬
骨
の
粉

を
硫
酸
と
水
で
溶
解
し
て
製
造
を

は
じ
め
た
の
が
明
治
九
年
頃
で

す
。

　

明
治
二
一
年
、
高
峰
譲
吉
の
設

立
し
た
東
京
人
造
肥
料
会
社
（
現 

日
産
化
学
の
前
身
）
が
燐
鉱
石
を

原
料
と
す
る
過
燐
酸
石
灰
の
製
造

を
は
じ
め
、
日
本
で
の
本
格
的
な

生
産
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

駒
場
農
学
校
（
東
京
大
学
農
学

部
の
前
身
）
で
の
実
験
で
は
、
厩

堆
肥
・
草
・
藁
・
人
糞
尿
の
普
通

肥
料
を
施
し
た
だ
け
だ
と
、
反
当

た
り
の
米
収
量
は
一
石
五
斗
〜
一

石
八
斗
で
す
が
、
こ
れ
に
過
燐
酸

石
灰
を
施
用
す
る
と
三
石
以
上
の

収
量
を
上
げ
肥
料
と
し
て
有
効
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
燐
酸
肥
料
は
、
燐
酸
が
不
足

し
た
開
墾
地
や
火
山
灰
土
が
分
布

す
る
東
北
・
関
東
地
方
に
特
に
肥

効
が
高
か
っ
た
の
で
、
大
豆
粕
な

ど
窒
素
成
分
の
多
い
肥
料
の
多
投

と
と
も
に
燐
酸
肥
料
が
必
要
と
さ

れ
、
需
要
が
増
加
し
ま
し
た
。

信
濃
肥
料
を
め
ぐ
っ
て

　

近
年
、
有
機
農
業
な
ど
の
環
境

循
環
保
全
型
農
業
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
長
野
県
に
お
い
て
は

明
治
二
〇
年
代
ま
で
は
、
化
学
肥

料
（
人
造
肥
料
）
と
い
う
も
の
が

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
従
来

の
厩
堆
肥
・
刈
敷
・
人
糞
尿
に
有

機
肥
料
を
購
入
し
て
投
入
す
る
の

が
常
で
し
た
。
双
用
畜
力
犂
を
製

造
販
売
し
た
原
造
が
、
肥
料
会
社

の
人
造
肥
料
部
主
任
を
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
治
三
〇
年

代
の
東
信
濃
地
方
に
お
け
る
新
肥

料
の
普
及
経
過
・
流
通
過
程
が
傍

証
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
収
蔵

資
料
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
原
造
が
伊
藤
商
会
の
人

造
肥
料
部
主
任
を
し
て
い
た
時
期

に
書
き
残
し
た
日
記
か
ら
情
報
が

得
ら
れ
る
か
、
日
記
を
読
み
進
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
方
、
展

示
資
料
『
長
野
県
農
事
試
験
場
要

覧
』
に
報
告
さ
れ
て
い
る
肥
料
比

較
試
験
か
ら
、
明
治
三
三
年
か
ら

三
五
年
に
か
け
て
配
合
肥
料
ら
し

き
「
信
濃
肥
料
三
号
」
の
施
肥
試

験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
頃

に
は
「
信
濃
肥
料
」
な
る
配
合
肥

料
が
長
野
県
で
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
理
解
し
ま
し
た
。「
信
濃
肥

料
」
は
”信
濃“
と
い
う
名
を
冠
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
長
野
県
の
人

が
作
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど

ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
、
と
疑
問

が
で
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
読
み
進
め
て
い
た
原

造
の
日
記
に
「
信
濃
肥
料
」
に
つ

い
て
の
記
述
が
で
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
信
濃

肥
料
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
日
記
を

読
ん
で
い
く
と
、
伊
藤
商
会
が
大

日
本
人
造
肥
料
会
社
と
鈴
鹿
商
店

と
取
引
を
し
て
い
て
、「
信
濃
肥
料
」

は
鈴
鹿
商
店
に
関
わ
る
も
の
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
時
点
で
は
、
鈴
鹿
商
店
は
「
信

濃
肥
料
」
の
流
通
経
路
に
あ
る

問
屋
だ
と
い
う
認
識
に
あ
り
ま
し

た
。

　

一
方
、「
肥
料
新
聞
」
の
記
事

か
ら ̶

鈴
鹿
保
家
が
信
濃
肥
料
を

発
明
す
る

 ̶

と
い
う
記
載
を
見
つ

け
、
更
に
調
べ
て
い
く
と
、
鈴
鹿

保
家
が
鈴
鹿
商
店
を
経
営
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
か

も
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
や
硫
酸
加
里

を
先
駆
け
て
輸
入
す
る
日
本
屈
指

の
肥
料
商
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
よ
う
や
く
「
信

濃
肥
料
」
は
、
鈴
鹿
商
店
が
配
合

調
製
し
て
い
た
こ
と
に
辿
り
着
き

ま
し
た
。

　

原
造
が
日
記
や
手
帳
に
書
き
残

し
た
記
載
は
、
長
野
県
内
で
初
期

に
使
用
さ
れ
た
配
合
肥
料
が
、
肥

料
商
の
社
員
原
造
ら
に
よ
っ
て
農

家
に
紹
介
さ
れ
、
ま
た
農
事
会
の

講
習
会
な
ど
で
講
話
が
な
さ
れ
農

家
に
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
。
既

存
の
有
機
肥
料
と
配
合
肥
料
が
併

用
さ
れ
て
い
く
よ
う
す
。
配
合
肥

料
の
他
に
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
や
硫

酸
ソ
ー
ダ
も
仕
入
れ
て
斡
旋
し
て

い
る
よ
う
す
。
配
合
肥
料
売
買
に

は
特
約
区
域
が
あ
っ
て
、
伊
藤
商

会
は
小
諸
か
ら
篠
ノ
井
ま
で
を
特

約
区
と
し
て
持
ち
、
特
約
販
売
店

が
優
位
に
あ
っ
た
よ
う
す
な
ど
流

通
過
程
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

（
文
中　

敬
称
略
）

　
　
　
（
学
芸
員　

田
中
寿
子
）

【
参
考
文
献
】

　

明
治
三
七
年
『
伊
藤
商
会
第
壹
期

営
業
報
告
書
』

　

明
治
四
四
年
『
農
事
試
驗
場
要
覧
』

長
野
縣
立
農
事
試
驗
場

　

昭
和
五
〇
年
『
日
本
に
お
け
る
明

治
以
降
の
土
壌
肥
料
考
』
黒
川　

計

著　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
刊

　

平
成
二
年
『
近
代
日
本
の
技
術
と

社
会　

①
稲
作
の
技
術
と
理
論
』　

平

凡
社

　

平
成
一
一
年
「
日
本
肥
料
新
聞　

平
成
十
一
年
十
月
十
五
日
号
」
肥
料

協
会
発
行

　

平
成
一
三
年
「
雑
誌　

土
地
制
度

史
学
」
一
七
三
号

　

市
川
大
祐
著　

 ̶

明
治
期
人
造
肥

料
特
約
販
売
網
の
成
立
と
展
開 ̶
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丸
子
町
長
瀬
の
練
合
地
区
で
永

年
農
業
を
営
ん
で
こ
ら
れ
た
山
岸

優ま
さ
るさ

ん
に
昔
の
肥
料
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。
山
岸
優
さ
ん
は
、

明
治
四
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
生
ま

れ
で
、
こ
の
一
〇
月
に
九
八
才
に

な
ら
れ
る
。

　

馬
は
、
は
あ
る
か
（
永
い
期

間
）
飼
っ
た
。
じ
い
さ
ん
（
父
親
）

が
、
盛
岡
ま
で
馬
を
買
い
に
行
っ

た
。
そ
の
時
、
じ
い
さ
ん
は
南
部

鉄
の
鉄
瓶
を
十
く
ら
い
買
っ
て
き

て
、
近
所
に
配
っ
た
だ
。
馬
は

よ
く
働
い
た
。
じ
い
さ
ん
だ
れ
が

使
っ
た
馬
は
、
大
正
の
終
わ
り
頃

死
ん
じ
ま
っ
て
、
じ
き
に
尾
野
山

か
ら
買
っ
て
き
た
だ
。
昭
和
十
五

年
頃
、
そ
の
馬
が
死
ん
じ
ま
っ
て
、

農
協
か
ら
牛
を
買
っ
た
だ
。
農
協

で
注
文
を
と
り
ま
と
め
て
、
朝
鮮

牛
だ
っ
た
。

　

犂
は
、
松
山
の
回
転
式
（
双
用

犂
の
こ
と
）
を
使
っ
て
な
。
松
山

の
犂
を
み
ん
な
が
使
い
だ
す
前
、

抱か
か
え
も
っ
た
て
す
き

持
立
犂
っ
て
い
う
犂
を
使
っ

て
る
の
を
見
た
こ
と
あ
る
。

　

お
ら
う
ち
は
、
昔
は
田
に

ニ
シ
ン
を
入
れ
て
た
な
。
こ

や
し
は
、
伊
藤
肥
料
の
大
屋

支
店
か
ら
買
っ
た
っ
け
。
伊

藤
肥
料
に
注
文
す
れ
ば
、
運

送
屋
が
荷
車
に
ニ
シ
ン
〆

粕
の
俵
を
積
ん
で
、
馬
に
牽

か
せ
て
持
っ
て
き
て
く
れ
た

だ
。

昭
和
の
初
め
ま
で
、
田
に

入
れ
て
た
な
。
二
〇
貫
入
り
の
俵

だ
っ
た
な
。
米
俵
の
倍
ぐ
ら
い

あ
っ
た
だ
か
ら
、
そ
り
ゃ
あ
重
た

か
っ
た
な
。
ニ
シ
ン
の
油
を
搾
っ

た
カ
ス
だ
か
ら
、
も
う
バ
サ
バ
サ

に
乾
い
て
て
硬
か
っ
た
だ
。
ニ
シ

ン
の
油
は
、
な
ん
に
使
っ
た
も
ん

か
い
な
あ
。

　

ニ
シ
ン
は
、
冬
場
や
雨
の
日
に

臼
で
、
粉
に
し
た
だ
。
臼
は
、
餅

搗
く
と
き
の
臼
と
杵
を
使
っ
た

な
。
杵
が
い
た
め
ば
、
ケ
ヤ
キ
の

木
な
ん
か
で
ノ
ミ
使
っ
て
こ
し
ら

え
た
だ
。
ニ
シ
ン
の
〆
粕
を
臼
で

搗
く
の
は
、
男
の
仕
事
だ
っ
た
な
。

粉
に
し
た
や
つ
を
カ
マ
ス
に
入
れ

て
納
屋
に
置
い
と
い
た
っ
け
な
。

虫
が
わ
く
よ
う
な
こ
と
は
、
め
っ

た
な
か
っ
た
な
。

　

代
か
き
の
水
入
れ
る
前
に
、
撒

い
て
そ
い
で
代
か
い
た
だ
。
ニ
シ

ン
粉
は
、
竹
の
箕
に
と
っ
て
、
手

で
撒
い
た
だ
。
サ
ン
ザ
（
蚕
の
糞
）

も
代
か
き
前
に
入
れ
た
な
。
蚕
の

コ
ク
ソ
を
納
屋
の
脇
の
枠
の
中
に

入
れ
て
溜
め
て
、
そ
れ
を
干
し
て

カ
マ
ス
に
入
れ
て
と
っ
て
置
い
た

だ
。

　

流
し
先
（
ナ
ガ
シ
サ
キ
）
の
タ

メ
も
田
に
運
ん
で
使
っ
た
な
。
米

の
と
ぎ
汁
な
ん
か
が
入
っ
て
い
る

か
ら
、
養
分
が
あ
っ
た
だ
な
。
便

所
の
こ
や
し
は
そ
ん
な
に
入
れ
な

か
っ
た
か
し
れ
な
い
。

　

桑
畑
に
は
、
こ
や
し
に
な
る
よ

う
に
草
を
敷
い
た
な
。
山
の
上
の

町
有
林
が
草
刈
り
場
で
、
秋
に
な

れ
ば
一
ヶ
月
ぐ
ら
い
草
刈
り
し
て

た
だ
。
春
と
夏
の
蚕
飼
っ
ち
ま
え

ば
、
秋
ま
で
仕
事
無

い
だ
か
ら
、
ま
い
ん

ち
草
刈
り
に
行
っ
た

だ
わ
。
そ
れ
を
六
把

ず
つ
馬
に
つ
け
て
、

畑
の
端
に
積
ん
で
っ

た
だ
。
そ
り
ゃ
あ
、

見
事
な
も
ん
だ
っ

け
。
畑
の
端
で
干
し

た
草
は
、畑
せ
え（
畑

へ
）
土
止
め
に
敷
き

込
ん
で
雨
に
流
れ
な

い
よ
う
に
し
た
だ
。

坂
っ
ぱ
た
け
（
坂
畑

…
練
合
集
落
は
中
山

間
地
に
あ
り
、
か
な
り
な
斜
面
に

も
畑
が
作
ら
れ
て
い
る
）
だ
か
ら
。

ニ
シ
ン
〆
粕
の
俵
も
平
ら
に
ほ
ぐ

し
て
、
桑
畑
に
敷
い
た
な
。
田
へ

草
入
れ
た
記
憶
は
、
ね
え
な
。

　

ニ
シ
ン
は
わ
り
あ
い
高
か
っ
た

け
ど
、
他
に
な
か
っ
た
だ
か
ら
。

追
肥
な
ん
か
な
か
っ
た
な
。

　

そ
の
う
ち
、
石
灰
窒
素
を
使
っ

た
が
、
は
じ
め
は
適
当
だ
っ
た
も

ん
で
稲
を
転
ば
し
た
り
い
ろ
い
ろ

だ
っ
た
な
。

　

お
か
し
な
こ
と
し
て
た
も
ん

だ
。
百
年
っ
つ
ぁ
、
長
い
も
ん
だ
。

（
学
芸
員　

田
中
壽
子
聞
き
取
り
）

こ
や
し
は
ニ
シ
ン
の
〆し

め

粕か
す

だ
っ
た

〜
山
岸 

優
さ
ん
に
聞
く
〜

山岸　優 氏

浅間山を望む手前の山が草刈場
（現グランステージカントリークラブ丸子コース）
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平
成
十 

六
年
十
月

十
六
日
松

山
記
念
館

主
催
・
丸

子
町
、
同

教
育
委
員
会
後
援
で
、
松
山（
株
）三

階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
第
十
三
回
文

化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
ド
ー
マ
ー（
株
）取
締
役

社
長（
日
本
発
芽
玄
米
協
議
会
副
会

長
）、
塚
原
菊
一
氏
で「
発
芽
玄
米　

わ
た
し
の
命
」（
そ
の
出
会
い
と
奇
跡

の
九
年
）を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ

た
。（
聴
講
者
一
三
四
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
主
催
者
代
表
と

し
て
、
専
務
理
事
松
山
信
久
が
今
回

講
演
会
の
ご
後
援
を
頂
い
た
丸
子
町
、

丸
子
町
教
育
委
員
会
を
代
表
し
て
ご

出
席
頂
い
た
堀
内
憲
明
町
長
様
と
、

ご
多
忙
の
な
か
本
日
の
講
師
を
お
引

き
受
け
頂
い
た
塚
原
菊
一
氏
に
お
礼

を
述
べ
ら
れ
最
後
ま
で
ご
静
聴
を
お

願
い
し
ま
す
と
理
事
長
に
代
わ
り
開

会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

引
続
い
て
後
援
者
代
表
と
し
て
堀

内
丸
子
町
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
ゞ

い
た
後
講
演
に
入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
今
年
は「
国
際
コ
メ
年
」

で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
国
連
総
会
で

「
二
〇
〇
四
年
を
コ
メ
年
に
し
よ
う
」

と
な
っ
た
の
で
す
。

世
界
三
十
数
億
の
民
が
コ
メ
を
主
食

と
し
、
十
億
を
越
え
る
民
が
コ
メ
で

生
計
を
立
て
ゝ
い
る
。
何
よ
り
八
億 

四
千
万
人
の
飢
餓
を
救
う
た
め
に
世

界
は
コ
メ
の
増
産
に
励
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

と
宣
言
さ
れ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
日

本
で
は「
米
を
作
る
な
」と
云
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
世
界
で
は
二
〇
〇
四
年

を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
コ
メ
の
拡
大
生

産
に
入
っ
て
い
く
の
だ
と
宣
言
し
て

い
る
世
界
の
コ
メ
の
状
況
説
明
が
な

さ
れ
た
。
そ
し
て
発
芽
玄
米
と
の
出

会
い
か
ら
、
産
官
学
と
の
共
同
研
究
、

（
株
）フ
ァ
ン
ケ
ル
と
の
共
同
出
資
会

社
、
み
の
も
ん
た
の 

”お
も
い
っ
き

り
テ
レ
ビ
“ で
の
放
送
、
単
独
で
の
事

業
拡
大
と
進
み
、「
発
芽
玄
米
、
わ
が

命
」そ
し
て「
日
本
の
命
」に
な
る
日
が

必
ず
来
る
と
強
く
思
っ
て
い
る
こ
と

を
熱
く
話
さ
れ
た
。

　

発
芽
玄
米
と
は
、
お
米
の
中
に
あ

る
デ
ン
プ
ン
の
分
解
酵
素
の
α‒

ア
ミ

ラ
ー
ゼ
と
β‒

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
枝
切
酵

素
は
、
発
芽
が
は
じ
ま
る
と
増
て
い

き
、
使
わ
れ
る
の
で
減
り
も
す
る
が

全
体
的
に
は
増
え
て
い
き
、
蓄
積
さ

れ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
ミ

ラ
ー
ゼ
が
増
え
て
デ
ン
プ
ン
は
徐
々

に
小
さ
な
分
子
に
切
ら
れ
て
ブ
ド
ウ

糖
グ
ル
コ
ー
ス
に
分
解
さ
れ
て
い
く

の
で
す
。
こ
れ
が
発
芽
玄
米
で
す
。

　
〈
発
芽
玄
米
の
特
徴 

〉

•
ギ
ャ
バ
と
い
う
栄
養
が
玄
米
に
比

べ
て
四・五
倍
あ
り
、
白
米
に
比
べ
る

と
十
倍
と
云
わ
れ
る

•
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
一
種
で
あ
る
イ
シ

ノ
ト
ー
ル
と
い
う
栄
養
が
ド
リ
ン
ク

剤
の
三
倍
も
含
ま
れ
て
い
る

•
最
近
発
芽
玄
米
を
食
べ
た
ら
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
に
な
ら
な
い
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
に
出
た
り
、
玄
米

は
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
玄
米
の

表
層
部
分
に
あ
る
栄
養
は
ガ
ン
に
効

く
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
て
、
白
米
よ
り
身
体
に
良

い
の
で
す
。

　

発
芽
玄
米
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て 

”発
芽
玄
米
わ
が
命
“ ”発
芽
玄
米
、

わ
が
家
の
命
“と
い
う
人
を
一
人
、
二

人
、
何
十
人
と
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
責
任
だ
と
締
く
く
っ
た
。

　

平
成
十
七
年
二
月
四
日（
金
）協
同

サ
ー
ビ
ス（
株
）二
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て

理
事
会
、
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
平

成
十
六
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告（
会
計
監
査
報
告
）と
平
成
十
七
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
同
予
算（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の

承
認
を
得
た
。
引
き
続
き
役
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
改
選
を
行
っ
た
。

　

理
事
七
人
の
う
ち
六
人
は
再
任
、

一
人
退
任
さ
れ
、
新
任
は
な
し
、
監

事
二
人
及
び
評
議
員
十
人
は
、
全
員

再
任
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
役
員

◎
理
事
長（
館
長
） 

松
山　
　

徹

　

専
務
理
事 

松
山　

信
久

　

理
事 

西
尾　

和
実

　

同 

滝
沢
太
三
雄

　

同 

村
岡　
　

進

　

同 

中
山　

忠
義

◎
監
事 

綿
谷　

光
男

　

同 

羽
田　

俊
祐

◎
評
議
員 

桜
井
一
二
三

　

同　

 

三
吉　

治
敬

　

同 

高
野　

知
久

　

同 

勝
野　

和
人

　

同 

宮
下　

孝
夫

　

同 

関　
　

賢
治

　

同 

福
井　
　

務

　

同 

渡
辺　
　

毅

　

同 

松
山
志
津
江

　

同 

吉
原　

孝
則

　

尚
運
営
委
員
は
引
続
き
六
名
に
よ

る
構
成
と
す
る
。

　

松
山
株
式
会
社
の
平
成
十
七
年
度

新
入
社
員
は
、
四
月
一
日（
金
）の
入

社
式
終
了
後
、
当
館
を
訪
れ
、
創
業

以
来
の
歴
史
を
研
修
さ
れ
た
。

総
数 

一
、三
一
五
名

（
内
訳
）

県
外（
含
外
国
） 

六
八・五
％

東
信 

一
一・二
％

北
信 

六・二
％

中
信 

九・九
％

南
信 

四・二
％

　

元
評
議
員　
　

松
山　

潔 

氏

　

松
山
氏
は
、
当
記
念
館
創
設
以
来

平
成
十
三
年
二
月
迄
頭
初
の
役
職
を

務
め
ら
れ
、
平
成
九
年
九
月
に
は
当

館
第
六
回
文
化
講
演
会
で「
父
松
山
原

造
を
語
る
」の
演
題
で
自
ら
講
師
を
受

け
て
下
さ
る
な
ど
記
念
館
運
営
に
ご

尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
・
平
成
十
七
年
十
月
十
五
日（
土
）

場
所
・
松
山（
株
）三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
長
野
県
農
事
試
験
場

　
　
　
　

病
害
虫
土
壌
肥
料
部
長

　
　
　
　

新
井　

利
直 

氏

演
題
・ 「
長
野
県
に
お
け
る
水
稲
育
種

と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」

第
十
三
回　

文
化
講
演
会
開
催

新
入
社
員
の
研
修
見
学

逝
去　

お
悔
や
み

平
成
十
六
年
度
当
館
見
学
者

第
十
四
回
文
化
講
演
会
決
定

第
十
五
回
理
事
会

第
十
六
回
評
議
員
会
開
催

塚
原
社
長


